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放水路周辺まちづくりの検討の進め方について

放水路整備を契機としたまちづくりの観点（案）として、地域のコミュニティ形成・にぎわいの場の創
出・防災まちづくりを挙げ、 「水害に強いゆたかな地域づくり」を目指したまちづくり検討を周辺地域
含めて地域と一体となって実施していく。
まちづくりに関するシンポジウムを開催し、流域全体で水害に備える機運を醸成する。

放水路整備後も地域の
コミュニティの維持が可能なまちづくり

地域のコミュニティ形成

防災まちづくりにぎわいの場の創出

新たな水辺空間による
にぎわいのあるまちづくり

水害に強いゆたかな地域づくり

流域全体で災害に備える
防災まちづくり

R4.3.29第22回関川流域
委員会資料より引用
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基本方針、整備計画策定前段階での流域住民からの意見聴取、
理念とりまとめ

河川整備基本方針（平成19年策定）、河川整備計画（平成21年策定）の前段階において、平成15年に流域住民（59自治会約3,000世帯）の協力を
いただき「川や水に対する意識調査（アンケート）」の実施や、学識者、専門家等からなる関川流域委員会で「車座方式住民意見交換会」、「川の
見学会」、「ワークショップ（川と地域の勉強会）」を行うなど、流域住民から、川と水に対する意見、考え方を伺ってきた。
流域住民のご意見を受け、関川流域の基本的な考え方「安全で親しみのもてる関川、保倉川を目指して」を取りまとめ、平成18年10月に開催され
た「第２回関川流域フォーラム」で報告し、会場の参加者から満場の拍手で承認された。
この関川流域の基本的な考え方「安全で親しみのもてる関川、保倉川を目指して」では、線から面へ、地域のつながりと多様性を踏まえて、住民
が主体となる安全で親しみの持てる川づくりを目指すこととされており、今日の「流域治水」の考え方と共通する内容となっている。

流域フォーラム開催状況 関川流域の基本理念 「安全で親しみのもてる関川、保倉川を目指して」 主な内容（抜粋）

～ 中 略 ～

～ 中 略 ～

～ 中 略 ～

～ 中 略 ～

～ 中 略 ～

第2回関川流域フォーラム
平成18（2006）年10月29日開催
参加者 流域住民等 約１５０名

関川流域委員会委員による活動報告

関川流域委員会委員と会場参加者の意見交換

第１回保倉川放水路治水対策・防災
まちづくり検討部会資料より引用、
一部変更
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平成18年10月
第２回関川流域フォーラム資料より引用

基本方針、整備計画策定前段階での流域住民からの意見聴取、
理念とりまとめ
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これまでの実施してきた説明会等について

これまで放水路ルートに係る地区等において、町内会などへ関川流域委員会・保倉川放水路環境検
討委員会等の事前説明を行い、貴重なご意見を頂いてきた。
また、令和5年12月の関川水系河川整備計画原案公表後に住民説明会を実施し、その後のパブリック
コメントにおいても、放水路ルートに係る地区等の方々からも貴重なご意見を頂いた。
上越市保倉川放水路沿川まちづくり推進室も、ルート上の町内会とまちづくり意見交換を実施。

高田河川国道事務所による説明会 上越市によるまちづくり意見交換

流域説明会の様子
意見箱設置状況

事務所HPのご意見入力フォーム

郵送により
届いたご意見

パブリックコメント実施状況 4
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関川水系河川整備計画変更 今後の進め方

防災まちづくり
の検討

保倉川放水路ルート提示（R5.12.8）

環境調査・
検討

地元へ
ご説明、
ご意見を

お聞きする場

○ 放水路の最終的な形状の決定に向けた、
詳細な測量、設計、検討や関係機関等との協議の実施

・測量 →詳細な地形把握等
・設計、検討→放水路の堤防・護岸、管理用通路、

河口部の施設、保倉川本川からの分派施設等

○ 附帯施設（橋梁、樋門等）の最終的な形状の決定に向けた、
詳細な測量、設計、検討や関係機関等との協議の実施

※放水路整備に伴う用地補償の対象の方々との調整を含む

関
川
水
系
河
川

整
備
計
画
変
更

放水路の最終的な形状の決定※

※附帯施設（橋梁、樋門等）に関する測量、設計、検討、関係機関等との
協議については、放水路形状決定後もまちづくり検討と合わせて進める

地元へ
ご説明、
ご意見を

お聞きする場

工事実施中の
現地環境の

把握に向けた
調査を継続

事業計画のご説明 ・ 用地幅杭打設（事業用地範囲）

土地や建物などの調査、調査結果の確認、補償金の算定

用地協議（補償内容及び補償金の説明、契約 等）

工事の実施

土地の引渡し、補償金のお支払い

5

R6.7.3第26回関川流域委員会
資料４・資料５－１より引用
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まちづくり検討部会の委員への事前ヒアリング

ご意見（要旨）意見項目

• 都市計画の場合、地域懇談会を開催し、図面を広げて直接意見を書き込む等をしながら、共通
認識を持てるようする。

• 合意形成の場ではなく意見を収集する場とする（車座形式）。
• 委員長等を決めず、ファシリテータや参加メンバーとする。
• 納得や妥協点を見つけることを目標とする（協調会議）。
• ブレインストーミング（複数人で集まってアイデアを出し合い、創造的な発想を促進するため
の会議手法）の形式もある。

• 地域の意見をガリバーマップに書き込んでもらう方法もある。
• 放水路の形状検討をする際に、地域の人の思い入れのある場所がわかると良い。

意見を聞く手法
について

• 世代間格差（居住歴）により関心の持ち方が違うため、放水路に長く係わってきていない世代
の人達にも意見を聞いた方がよい。

• 町内会、学校区、農業関係などそれぞれの合意形成エリア（ゾーニング）の単位を確認する必
要がある。

意見を聞く対象
について

• 小中学生の総合学習の時間やSNSにおいて、小中学生でも分かる説明を心掛け、若い世代への
アプローチ方法を検討する。

• 定期的に広報（広報誌やSNS等）で検討状況を報告することで地元の関心を保つ。
• マイノリティ（声の小さい人達）の方々にも意見を伺う。
• 心理的安全性（安心感）を確保した上で発言できる場が必要である。

意見を聞く際の
留意点について

まちづくりに係る合意形成の経験を有する保倉川放水路治水対策・防災まちづくり検討部会の委員
への、地域の方へのご意見の聞き取り方法等に関するヒアリングを実施。
ヒアリングでは、ご専門またはご経験等から幅広く意見をいただき、「意見を聞く手法」、「意見
を聞く対象」、「意見を聞く際の留意点」の3つの観点に分けて意見整理を行った。
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地域の意見の聞き取り方法（案）
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保倉川放水路整備では「地元説明会」、「車座方式」、「シンポジウム」を主な聞き取り方法案と
して想定。

シンポジウム車座方式地元説明会
「シンポジウム」では特定のテーマに対して、
複数の専門家等が論者となり意見を表明し、
聴衆からの質問に答えるといった公開討論会
の形式で開催される方法。

「車座方式」は、ガリバーマップなどを囲み、
出席者が任意または特定のテーマに対し時に
は出席者間で話し合いながら意見・要望など
を発言していただく方法。

「地元説明会」は、事業者が図面、資料を用
いて説明を行った上で、出席者から質問・意
見・要望などを発言いただく方法。

説
明

事業者

説明会
出席者

図面等 事業者

進行
記録

意見等
意見等

事業者

説
明

質問等
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地域の意見の聞き取り方法（案）

地域の意見の聞き取り方法は、保倉川放水路整備による影響度により異なる（ゾーニング単位の確
認）ことを踏まえ、下図に示すとおり３つの階層に分けて聞き取り方法を設定することを想定
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地域の意見の聞き取り方法（案）

＜説明会等による周知＞

ま
ち
づ
く
り
検
討

生
活
環
境
・

営
農
環
境
影
響
等
検
討

＜説明会、車座等による意見集約＞

ルート上町内会

＜地元説明会による案公表＞
放水路の最終的な形状（案）

＜シンポジウムによる計画公表＞
放水路の最終的な形状

＜説明会、車座等による意見集約＞

関係企業 等

土地改良区

周辺町内会

＜シンポジウムによる計画公表＞
放水路と防災まちづくり

専門家による
コーディネート

都市計画・景観

防災まちづくり
周辺町内会・関係企業

・関係学区代表 等

＜説明会、車座等による意見集約＞

ルート上町内会 土地改良区

＜説明会、車座等による意見集約＞

ルート上町内会

事前ヒアリングを踏まえ、「放水路の最終的な形状」の決定、「防災まちづくり」の計画決定に向け
た流れと地域の意見の聞き取り方法案について、事務局案を検討。

※具体の手法等については、地元関係者、上越市等との調整を踏まえて決定。

9

凡 例

放水路ルートに係る
地域

放水路整備に係る
周辺地域

流域全体
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地域の意見の聞き取り方法（案）
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ガリバーマップ（共通認識）

車座形式を基本としつつも、心理的安全性を担保した手法として、インターネットも活用

＜車座方式による聞き取り方法＞
治水対策・防災まちづくりを検討する上で、地域の皆様からご意見をお聞きする方法として、ガリ
バーマップ（共通認識）を用いた車座方式を活用してはどうか
通常の説明会とは異なり、車座方式ではどういった切り口で意見をいただくべきか、特に防災まちづ
くりを検討する上では当該知識に長けた方の指導は、より意見を引き出しやすい。そのため、防災ま
ちづくりにあっては専門家によるコーディネートが望まれる
ご意見をいただく上では事業者、コーディネータはより地域の文化を知ることで、円滑なコミュニ
ケーションを図れる。そのため、地域の方々から地域を教えていただく取り組み（地域案内）も調整
する

＜偏りのない聞き取り方法＞
一般的に、会合への参加者は、年代、性別のバラツキが少なく、様々な理由から参加できない方々も
いらっしゃる。こうした方々の声は、特に防災まちづくりの観点からは重要
年代、性別、その他事情のある方々からも意見をいただく方法についても方法を用意する必要がある
様々な方々に意見をいただく方法
・関係町内全戸配布アンケート
・相談窓口設置
・スマートフォン・SNS
場の設定には様々な世代の交流が図られる地域イベント（祭りなど行事）も考えられる

放水路ルート上町内会への聞き取り方法
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地域の意見の聞き取り方法（案）

＜広報誌の活用＞
保倉川放水路を中心に高田河川国道事務所では広報誌「川ッちゅ！」を発行してきている。現在、
関係地区回覧とHP掲載に限られている方法を、より読んでいただける環境を検討する
更に、市報は多くの市民に見られるツールでもある。広報への取り組みとして市との連携も強化し
ていく

情報の共有方法

＜ガリバーマップの活用＞
ガリバーマップは、大きく広げ
た図面を見ながら、例えば図面
上に意見を貼付するなどし、出
席者の認識を共有するもの
車座での紙による使用の他、オ
ンライン上の図面に位置情報を
付けて意見を整理することで、
更に認識の共有を広げることも
考えられる
※ただし、意見の書き込みにあ
たっては、書き込みの制限を
どのように設けるかが課題。

ガリバーマップのイメージ

11
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【参考】地域自治区・字界・人口推移等
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八千浦区に人口が集積しているが、八千浦区は全町内とも平成12 年以降人口減少が続いている。
頸城区松本地区は平成17 年で急激な人口増加となっているが、これは住宅団地開発によるものである。
頸城区北四ツ屋地区を除き、老年人口比率が市平均値32.4％（令和2 年3 月現在）を上回っている。

0
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H12 H17 H22 H27 R2

大字下荒浜 大字遊光寺浜 大字夷浜

頸城区松本 頸城区下三分一 頸城区浮島

頸城区下米岡 頸城区北四ツ屋

字名 H12 H17 H22 H27 R2 H17/H12 H22/H12 H27/H12 R2/H12
大字下荒浜 744 724 721 700 682 0.97 0.97 0.94 0.92
大字遊光寺浜 347 337 307 272 250 0.97 0.88 0.78 0.72
大字夷浜 1,372 1,351 1,268 1,181 1,063 0.98 0.92 0.86 0.77

八千浦地区計 2,463 2,412 2,296 2,153 1,995 0.98 0.93 0.87 0.81
頸城区松本 53 550 598 585 565 10.38 11.28 11.04 10.66
頸城区下三分一 130 149 128 127 124 1.15 0.98 0.98 0.95
頸城区浮島 41 37 35 38 34 0.90 0.85 0.93 0.83
頸城区下米岡 90 63 66 70 61 0.70 0.73 0.78 0.68
頸城区北四ツ屋 92 95 96 94 81 1.03 1.04 1.02 0.88

頸城地区計 406 894 923 914 865 2.20 2.27 2.25 2.13

実数（人） H12からの増減率

人口推移

各町内の人口推移

出典：国勢調査、総務省統計局HP
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地区別年齢階級別
人口比率の変化

出典：国勢調査、総務省統計局HP

地域自治区・字界
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【参考】歴史的経緯・資源分布状況
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各町内では、豊作祈願、収穫祭などの行事が例年行われている。
特に夷浜町内では、青年部の活躍が見られる。

歴史的経緯・
資源分布状況

佐々野宮神社にて神主よりお祓い
収穫祭（秋祭り）

県道を東から西へ歩き、最後は佐々野宮神社へ

夷浜地区

【米大舟】
夷浜集落には、1740 年代頃から伝わる「米大舟（べいだいしゅう）」と呼ばれる

民俗芸能があり、1974（昭和49）年に市の無形民俗文化財に指定されている。

豊作祈願（春祭り）

下三分一地区

豊作祈願：十二神社、下三分一町内会館（徳専寺）で行われる行事。

神主よりお祓い お祓い後の様子


